
昨年の１２月１７日（木）の午後、関係の皆さんに

お願いして、下市南小付近の通学路安全点検を行

いました（吉野警察署、吉野土木事務所、町建設

課、町教育委員会、小学校の総勢１１名）。来年度か

ら小学生が通う道路の安全を確認しました。

吉野土木事務所には、山側の路側帯に白線を引

くことと、路肩のコンクリートが割れている部分の補

修をお願いしました。警察署には、信号機を調整し

車の侵入を抑えることと、

電柱へ巻看板(通学路)を

設置していただくことをお

願いしました。２年間の安

全は最重要項目です。

町では、経済的理由によって就学が困

難になった小・中学生の保護者に対して、

学用品や修学旅行などの費用の一部を

援助する制度があります。特に令和２年度

はコロナ禍もあり、様々な事情が予想され

ます。令和３年度の援助は、令和２年度の

収入の状況によって支給を判断して、7

月、１２月、３月の年３回支給します。新学

年になった４月に配布するビラをご覧いた

だき、担任もしくは教育委員

会にお問い合わせください。

もうしばらくお待ち願います。

令和３年１月１日 第 ６ 号
奈良県下市町教育委員会
教育長 小谷 隆男 発行教育委員会から町民の皆様への情報通信

文部科学省が開発中の「学びの保障オンライン学習システム（ＭＥＸＣＢＴ：メクビット）」導入に先

立って、その効果を実証する学校に下市小と下市中が選ばれました。全国では300校、県内では奈

良市（中学校２１校）と下市町（小・中２校）だけが選ばれています。下市小では５、６年生、下市中で

は全学年に、全国に先駆けてこのシステムを導入し、授業や家庭学習等で活用していきます。

実証期間は令和３年１月１２日から始まり、おそらく令和３年度から全国

的に徐々に導入が進んでいく中で、ひと足先の導入です。「誰一人取り残

すことのない学び」へ向けてＩＣＴ活用を更に進めるという下市の先生方の

意気込みが伝わってきます。教育力向上を期待し教育委員会としても全力

で応援します。町民の皆様の温かい見守りをどうぞよろしくお願いします。

新しい年が始まりました。町民全ての皆様の平穏無

事な新年を心よりお祈りいたします。今年は、下市町の

教育が大きな転機を迎える年です。下市小学校は下

市南小跡地に引っ越すことになります。半世紀の歴史

が詰まった引っ越しは大変さが予想されます。現校舎

は役割を終え、そこに新校舎の建設が始まります。懐か

しい校舎がなくなることは寂しいですが、新しい義務教

育学校へ向けての具体的な一歩を踏み出します。



ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp

街中ではスポーツジムやフィットネスクラブが増えています。シ
ャワー室完備、指導員常駐、プール併設の豪華なところから、会
議室に機械を置いただけのシンプルなところまで色々です。体
型維持や健康は、もはやお金で買う時代になってきたようです。
ところで、皆さんは下市町にもフィットネスルームがあるのをご

存じですか？ 総合体育館のトレーニング室には、ランニングマ
シン、ベンチプレスなどの機械が一式そろって
います。町民の皆様は無料で使用できます。予約もいりません。事務室に声をか
け、簡単な申請書の記入でＯＫです。最新の機器というわけではないですが、体

力維持には充分ですのでぜひ
一度利用してみてください。混
み具合等はお電話で確認を。

<開 館 日＞ 月、木、金、土、日
＜利用時間＞ ９：００～２１：００（日は１７：００まで）
＜問 合 せ＞ 総合体育館 ０７４７－５２－８９６５

平成２３年３月、下市小学校との統合により閉じられた阿知

賀小学校は、明治６年の創設以来１３７年の歴史があり、卒業

生3,367人、地元から愛され続けた学校でした。今も校地内

には毎年の卒業生が記念として残した壁画が多くあり、当時

の様子が偲ばれます。広いグラウンド脇の藤棚で夏の暑さを

避け、グラウンドへ降りる階段で遊ぶ子どもたちの姿が目に浮かびます。また、丘の上に建つ立派

な校舎を背にして見る吉野川沿いの風景は抜群です。昭和５６年落成の、茶色い壁が印象的なこ

の校舎は引退しましたが、その伝統と記憶は、新しい義務教育学校が受け継いでいきます。

年末、子どもたちの給食にと、たくさんの野

菜をいただきました。丸々とした大きな白菜、キ

ャベツ、大根です。皆様の温かい愛情に支えら

れながら学校は存在していることを実感。下市

町果樹研究会の皆様ありがとうございました。

１２月１９日（土）、保護者会を開催しました。右のような大変貴重な

ご意見を承りました。ICT教育を強調しすぎたため、不安に感じられた

面があるかもしれません。パソコン端末は単なる便利な文房具の一つ

に過ぎません。決して教育活動がパソコン一色になるようなことはなく、１人１人を大切にしながら発

達段階に応じて使用します。自然体験など現実の活動、習字や手書きの文字が大切であることはこ

れまで同様です。パソコンを導入しても、人としての優しさや愛情、友達とのふれ合い、先生との関わ

りが学校教育から消えることはありません。皆様のご心配をひとつひとつ乗り越えつつ前に進めます。

１０年後、下市で学んだ子どもたちが、新しい世界で活躍し、他の地域の子どもたちと一緒に仕事

をすることになっても、物怖じせずに自分を表現してくれるように、その下地を学校教育で作ります。

主な保護者意見のまとめ
○小１からパソコンは早い。
○人と人とのやりとりが大切。
○手で書く文字も大切。
○ICTに特化するのは良くない。
○セキュリティと教員の資質


